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後期基本計画【各 論】 
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都 市 基 盤 の 充 実 
 

『優秀賞』 水海道中学校 渡辺
わたなべ

 乃
の

愛
あ

さん 

常総市の四季で私に身近なものを描いてみました。春は千姫まつり、夏はぎおん祭、秋はからくり網火、冬は

豊田城のプロジェクションマッピングにしました。 
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【施策の目標】 

１．自然環境の保全と活用を進め、環境と共生する 

２．多様な交流を促す交通ネットワークを形成する 

３．快適な都市環境の整備を進める 
 

【主要成果指標】 

① 市役所のＣＯ２排出削減量（平成25年度比） 

現状値 

（2021年度） 
2.28％ → 

目標値 

（2027年度） 
31.96％ 

国では、令和12年度までにＣＯ2排出量46％削減（平成25年度比）を掲げています。市全体でのカーボンニュ

ートラル実現に向け、市役所としても市民や市内企業の先導役として、国と同水準のＣＯ2排出量削減を目指し

ます。 

② １日あたりの関東鉄道常総線利用者数（市内７駅） 

現状値 

（2021年度） 
4,170人 → 

目標値 

（2027年度） 
5,576人 

アグリサイエンスバレー事業の推進や市内公共交通網の再編などにより、市の主要公共交通機関である関東鉄

道常総線の市内7駅での乗降客数を増加させることを目指します。 

③ 空き家の利活用件数 

現状値 

（2021年度） 
20件 → 

目標値 

（2027年度） 
累計70件 

地域の活性化を図るために、近年増加傾向にある空き家を地域の資源と捉えて利活用を促進する施策を継続的

に展開することにより、利活用件数の増加を目指します。 
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Ⅴ-１-１ カーボンニュートラルと自然環境保全・共生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■カーボンニュートラルの実現に向け、「常総市地

球温暖化対策実行率先計画」を策定し、市民総参

加による取り組みの推進を図ります。 

■「常総市環境基本計画」に基づき、地球温暖化対

策や自然環境保全に取り組んでいます。 

■「じょうそうエコオフィスプラン」に基づく、省

資源・省エネルギー・リサイクル・グリーン購入

の取り組みを推進しています。 

■市民の森「十一面山」・水海道あすなろの里・菅

生沼などの環境保全や活用を推進するため、市民

や団体との連携を図るとともに、イベントの開催

などを行っています。 

■2020年10月に、政府が2050年までに温室効果ガ

スの排出を全体としてゼロにする「カーボンニュ

ートラル」を目指すことを宣言したことを受け、

自治体や地域における取り組みの具体化が求め

られます。 

■地球温暖化対策や環境美化・保護活動などについ

ては地域と一体になった活動が必要となってき

ます。 

■水辺の保全・活用については、引き続き市民や団

体との連携による取り組みを推進するとともに、

関係自治体との連携にも取り組む必要がありま

す。また、豊かな自然環境を求めて、首都圏内外

からの多くの来訪が想定されています。 

 

  

 

現 状 

身近な自然環境の保全・活用を通じて、自然環境に対する関心を醸成すると

ともに、カーボンニュートラル（脱炭素社会）に向けた取り組みの具体化を目指

します。 

課 題 
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施策内容 主な取り組み 

脱炭素社会に向けた

機運熟成【市民】 

○子どもたちへの環境教育の実施やゴミの減量化を促すことで、脱炭素化を実現するた

めの意識高揚を図ります。 

再生可能エネルギー

の計画的な導入 

【行政】 

○国の財政措置などを活用しながら、再生可能エネルギーの主力電源化を推進します。 

○公共施設に太陽光パネル・蓄電池を導入することで、カーボンニュートラルを推進す

るとともに、災害時の避難所運営の安定化を図ります。 

産業部門との 

連携促進【産業】 

○アグリサイエンスバレーと連携した環境保全型農業の推進や、企業への省エネ化を推

奨することで、産業部門との連携を図ります。 

○事業者によるカーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを促進し、地域経済の活

性化や地域課題の解決を図ります。 

自然環境の保全と 

活用 

○「常総市環境基本計画」に基づき、地球環境、自然環境、生活環境、快適環境に対する

施策に取り組むとともに、協働による環境保全活動を推進するため、身近なみどりの

保全・活用をはじめとした、各種運動や啓発の取り組みを推進します。 

○水辺の保全・活用を推進するため、市民や団体との連携による環境保全を推進します。

また、自然体験や交流の場としての活用を推進するため、菅生沼など水辺環境や拠点

の整備について連携を図ります。 

○地域資源である自然環境を積極的に生かし、アウトドアと絡めた交流人口拡大に向け

取り組みます。 

緑地や平地林の 

保全と活用 

○河川協力団体として指定された「市民の森十一面山保全の会」の活動について、国土

交通省と連携して支援を行います。 

○平地林の自然環境や景観の保全を図るため、啓発を強化するとともに、太陽光発電施

設の設置の適正化に取り組みます。 

動物愛護の推進 ○動物愛護を通じて、命の大切さや適正な飼育のあり方を学ぶとともに、動物の虐待や

遺棄の禁止、危害や迷惑防止に取り組み、人と動物が共生できるより良い社会づくり

を推進します。 

 

 

 

 

  

菅生沼の白鳥 公用車（電気自動車） 
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Ⅴ-１-２ 公  園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設の老朽化が進んでいることから、適正な管理

に向け、令和４年度に「常総市公園施設長寿命化

計画」を策定しました。 

■市民協働による維持管理については、円滑な日常

管理及び環境美化を実施しながら利用促進を図

ることを目的に、市民団体や町内会へ一部業務委

託しています。 

■公園の維持管理体制の構築をするため、公園台帳

の管理システムを導入しデジタル化を進めてい

ます。 

■公園施設の老朽化とともに、安全で快適な利用環

境を提供するための維持管理が課題となってい

ます。 

■市民協働の管理体制を維持するためには、高齢化

などによる担い手不足が課題となっています。 

■公園に対するニーズが多様化しており、既存施設

のさらなる魅力向上が必要です。 

施策内容 主な取り組み 

都市公園の適正管理 ○「常総市公園施設長寿命化計画」に基づき、公園施設の計画的な更新・管理を推進し

ます。 

市民協働による 

管理の推進 

○協働による管理体制を維持するため、新たな団体やより多くの市民が参加可能な体制

や組織作りを構築します。 

○公園施設の魅力向上については、民間事業者による管理・運営についても推進します。 

  

 

現 状 

公園管理の適正化を図るとともに、利用者ニーズに対応し、さらなる魅力向

上を推進します。 

課 題 
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Ⅴ-２-１ 道路網の整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国県道などの広域・地域幹線道の早期の整備に向

けて、関係機関への要望を実施しています。 

■市道については、整備要望や緊急性などを考慮し

ながら、優先度の高い路線から順次整備を進めて

います。 

■市道については、維持補修が重要になっており、

交付金などを活用した修繕を行っています。ま

た、橋梁については、長寿命化修繕計画に基づき

修繕を実施しています。 

■道路台帳のデジタル化を進めており、ＤＸ化にス

ムーズに移行できるような管理体制の構築を目

指しています。 

 

■令和９年度に国道354号バイパス・水海道有料道

路が無料化になることから、交通量の変化に対応

した道路の整備が必要です。 

■請願・陳情など道路整備・補修の要望がある中、

関連事業との連携を図りながら、効果的かつ効率

的な整備を行う必要があります。 

■増大する窓口対応や問い合せに迅速に対応する

ため、道路台帳デジタル化にスムーズに移行する

必要があります。 

■都市計画道路については、鬼怒川西部での産業系

交通量の増大に対応するため、長期未整備路線の

あり方について検討が必要です。 

  

 

現 状 

周辺自治体や土地利用との整合を図りながら、広域・地域ネットワークの構

築を図るとともに、身近な道路環境の維持管理を推進します。 

課 題 
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施策内容 主な取り組み 

広域道路ネットワーク

の形成促進 

○圏央道や国道354号バイパスの４車線化の実現に向け、関係機関へ要望を実施します。 

○鬼怒川西部における南北軸を形成するため、鬼怒川ふれあい道路（西幹線）の整備に

ついて具体化を図ります。 

生活道路の整備推進 ○整備要望や緊急度を考慮した市道整備に取り組むとともに、狭隘道路や未舗装区間の

整備を進めます。 

都市計画道路網の整備 ○都市計画道路については、都市計画マスタープランの見直しにおける市街地や拠点の

配置を考慮しつつ、交通量調査などを実施し新たな都市計画道路ネットワークの構築

を進めます。 

安全・安心な道路環境

の整備 

○交通安全施設や歩道の整備、バリアフリー化を進め、利用者が安全に利用できる道路

環境整備を進めます。 

地域の魅力を発信 

する道路網の整備 

○道の駅常総とサイクリングロードとの連携をはじめ、地域の資源や魅力に触れる道路

ネットワークの整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鬼怒川緊急対策プロジェクトで完成した 

サイクリングロード 

令和９年度に無料化される水海道有料道路 

鬼怒川ふれあい道路（西幹線） 
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Ⅴ-２-２ 交通機関の整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域の移動手段として公共交通の確保が重要に

なっており、令和３年３月に「常総市地域公共交

通計画」を策定し、交通事業者や近隣自治体と連

携して公共交通の充実、利用促進に取り組んでい

ます。 

■市民が安全・安心に移動できる交通手段を確保す

るため、予約型乗合交通ふれあい号を運行してい

ます。 

■関東鉄道常総線や路線バスの利用促進に向け、沿

線自治体との連携を強化する必要があります。 

■市内での移動手段を維持するため、コミュニティ

バスの運行や路線バス、予約型乗合交通ふれあい

号の利便性向上が求められています。 

 

施策内容 主な取り組み 

公共交通体系の充実 ○近隣自治体と連携し、多様な視点から常総線の利用促進に取り組みます。 

○常総線の駅について、路線バスなどとの交通結節機能や利用環境の向上を進めます。 

○地域内移動を支える新たな公共交通ネットワークの形成に向け、コミュニティバスの

運行を目指します。 

移動利便性の向上 ○予約型乗合交通ふれあい号の利便性向上を図るため、情報技術の活用について研究を

進めます。 

○持続可能な公共交通網を確保するため、利便性を考慮した運行サービスを検討すると

ともに、運転免許返納者などに対する支援を講じます。 

  

 

現 状 

市民の移動利便性向上のため、市内全域における公共交通ネットワークの形

成を推進します。 

課 題 



／後期基本計画 2023-2028 

69 

各 

論 

－ 

Ⅴ 

都
市
基
盤
の
充
実 

69 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

 

 

 

Ⅴ-３-１ 土地利用と市街地整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和３年３月に「常総市立地適正化計画」を策定

し、都市機能誘導区域、居住誘導区域を基本とす

るコンパクトなまちづくりを進めています。 

■アグリサイエンスバレー構想に基づき、令和５年

度中の完了を目指し「常総インターチェンジ周辺

地区土地区画整理事業」を進めています。 

■人口減少や高齢化が進む中で、既成市街地では空

き家・空き地の増加、都市機能の空洞化が進んで

います。 

■令和３年２月に「石下駅周辺及び東部拠点地区ま

ちづくり構想」を策定し、石下駅周辺地区や豊田

城周辺(石下東部地区）でのまちづくりを進めて

います。 

■鬼怒川ふれあい道路沿線工業団地周辺において、

産業系土地利用の需要が増加傾向にあります。 

■「鬼怒川・小貝川かわまちづくり計画」において、

水辺の拠点やサイクリングロードの整備を進め

ています。 

■「常総市立地適正化計画」に基づき、水海道や石
下市街地の都市拠点機能の強化に取り組むとと
もに、居住誘導区域内の住環境の維持・向上を図
る必要があります。 

■アグリサイエンスバレー事業については、開発か
ら活用へフェーズが移行することから、関連部署
及び民間事業者と連携し、ソフト事業の展開が必
要です。 

■既成市街地においては、駅や公共施設などの公共
空間を活用し拠点機能の充実を図るとともに、車
中心から人中心の空間へと転換を図り、歩いて暮
らせるまちづくりを目指し、グランドレベルデザ
インの質を高める必要があります。 

■鬼怒川西部では、産業系土地利用が多くなってい
ますが、企業の立地及び雇用の拡大による地域活
性化を図るため、就業者の利便性確保や居住の受
け皿づくりについて検討する必要があります。 

■常総らしい市街地空間の形成を図るため、水辺空
間との連携や河川の眺望を活用した空間づくり
を進める必要があります。 

  

 

現 状 

人口減少や少子高齢化、災害リスクなど踏まえ、将来の本市の活力や賑わい

の源泉となる都市環境の整備を進めます。 

課 題 
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施策内容 主な取り組み 

持続可能な 

まちづくりの推進 

○人口減少や高齢化といった都市を巡るさまざまな課題に対応した都市の将来像、土地

利用、ネットワークを明確にするため、都市計画マスタープランの改定を行います。 

○コンパクトかつ災害リスクを考慮したまちづくりを進めるため、立地適正化計画に基

づき、都市機能や居住の誘導を進めます。 

地域活性化に向けた

土地利用の推進 

○近年増加する産業系土地利用の需要に対応するため、鬼怒川ふれあい道路沿線地域な

どでの産業拠点の形成を進めます。 

〇進出企業の雇用者や子育て世帯などに、本市に住んでもらうため、「移住・定住」を視

野に入れた土地利用の見直しを図ります。 

賑わいの創出に向け

た市街地整備の推進 

○観光や商業施設によるにぎわいとともに、市民が歩きやすい空間づくりを進めるため、

駅や公共施設といった人が集まる施設を中心に、市街地内の環境整備を進めます。 

都市計画の推進 ○災害リスクや鬼怒川西部での産業系土地利用需要の増加などを考慮し、土地利用や建

物用途のほか、都市計画道路をはじめとする都市施設について、必要な都市計画の決

定を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

常総線 石下駅 石下駅周辺整備の様子 
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Ⅴ-３-２ 住宅・宅地 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市営住宅については「常総市営住宅長寿命化計

画」に基づいた修繕及び改善を行うとともに、耐

用年数を経過した住棟については用途廃止を進

めています。さらに「無印良品」を展開する株式

会社良品計画と連携した改修も実施しています。 

■令和４年３月に「常総市耐震改修促進計画」を改

定し、住宅及び住宅以外の建築物についてそれぞ

れ耐震化目標値と期限を定めています。 

■空き家については「常総市空家等対策計画」に基

づき、空き家の適正な管理を促進するとともに、

空家等バンクによる利活用を積極的に進めてい

ます。 

 

■市営住宅については、施設の長寿命化とライフサ

イクルコストの縮減を図るため、計画的な修繕及

び改善を行う必要があります。 

■公共施設の耐震化を進めるとともに、耐震改修促

進計画の目標である、令和12年度までに耐震性が

不十分なものを概ね解消する住宅についての耐

震化促進が必要です。 

■空き家については、少子高齢化や核家族化に伴

い、今後も増加し続けることが予想されることか

ら、移住・定住はもとより地域活性化を目的とし

た活用を積極的に図る必要があります。 

■常総ＩＣ周辺や鬼怒川ふれあい道路沿線での企

業立地に伴い、住宅需要が増加しており、市内へ

の居住促進に向けた取り組みが必要です。 

 

  

 

現 状 

人口減少や住宅ニーズの多様化に対応し、住宅を必要とする人に良質な住宅・

宅地を供給します。 

課 題 



じょうそう未来創生プラン 

 

各 

論 

－ 

Ⅴ 

都
市
基
盤
の
充
実 

72 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

 

 

 

施策内容 主な取り組み 

市営住宅の適正管理 ○「常総市営住宅長寿命化計画」に基づいた、計画的な修繕及び改善を行います。 

安全・安心な住宅の 

普及 

○公共施設の耐震化とともに、民間建築物の耐震化を進めます。また、住宅については、

社会資本整備総合交付金制度などを活用した耐震化対策の啓発、促進に努めます。 

適正な宅地開発の 

誘導 

○無秩序な宅地開発の防止、良好な都市環境の創出や保全のため、開発許可制度を運用

した適正な宅地開発の誘導に努めます。 

空き家の適正な管理

の推進 

○管理不全の空き家を減らすため、空き家などの把握と適正な管理を進めるとともに、

空き家の発生を予防するという視点から事業を展開します。 

空き家の利活用の 

促進 

○空き家のさらなる利活用を進めるため、空家等バンクの充実を図るとともに、民間企

業と連携した新たな仕組みを構築するなど、移住・定住を促進します。 

空き家の可視化 ○空き家を可視化することで、全庁的に居住実態の確認に役立つと同時に、市民対応の

迅速化が図れます。移住希望者の住まいとなり得る空き家や危険な空き家が容易に把

握できるよう、クラウドで一元的に管理運用でき、民間も活用可能なデータベース化

に取り組みます。 

地域コミュニティの

活性化 

○市営住宅を活用し周辺地域のコミュニティを活性化するため、民間事業者との連携を

進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社良品計画による市営住宅の改修 株式会社良品計画による公営団地活性化事業 

学習教室「学び舎」の様子 

市営住宅の改修の様子 改修工事終了後の市営住宅 
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Ⅴ-３-３ 斎場・霊園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■斎場については、水海道地区は市営斎場、石下地

区はヘキサホール・きぬ（下妻地方広域事務組合）

の２か所となっています。 

■霊園（市営墓地）については、近年、墓地のニー

ズの変化や高齢化により継承が難しく需要が減

少しています。 

■市営斎場については、平成27年度に大規模改修を

実施していますが、老朽化が進んでいるため、今

後のあり方を明確にする必要があります。 

■市営墓地については、今後の需要を考慮しつつ、

施設の維持管理を図る必要があります。 

 

 

施策内容 主な取り組み 

斎場の適正管理 ○市営斎場について、施設の状況や需要などをもとに、今後のあり方の研究を進めます。 

霊園（市営墓地）の 

適正管理 

○施設の計画的な維持管理を行うとともに、利用動向の把握を行います。 

 

 

  

 

現 状 

市民の恒久的な安心のため、斎場や霊園の適正管理を行います。 

課 題 
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Ⅴ-３-４ 上 水 道 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「常総市水道ビジョン」に基づき、水源の維持、

老朽管の更新を実施するほか、幹線管渠の耐震化

も行っています。 

■維持管理の効率化を図るため、水道台帳の電子化

や管路の２次元データ化、運転監視の外部委託を

行いました。 

■水道料金納付の利便性を向上するため、電子決済

の導入を行いました。 

■水道水の安定供給を図るため、引き続き老朽化施

設の更新並びに管路の耐震化に取り組む必要が

あります。 

■水道事業の安定化を目指し、さらなる経営の効率

化及び広域化を推進する必要があります。 

 

 

施策内容 主な取り組み 

水源確保と水質の 

適正管理 

○水道水の安定供給のため、水源及び水質の維持に取り組みます。 

○管渠については、引き続き老朽管の更新を行うとともに、避難所や基幹病院などの重

要給水施設を中心に耐震性を強化します。 

水道事業運営の 

適正化 

○将来にわたり安定的な水道事業を維持するため、今後の水道需要の動向を考慮しなが

ら、運営のさらなる効率化に取り組みます。 

  

 

現 状 

安定的な上水道の供給を確保するとともに、将来に向けて計画的な施設更新

を行います。 

課 題 
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Ⅴ-３-５ 下 水 道 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共下水道（汚水）整備計画に基づく施設整備を

推進しており、現在の認可区域については、令和

８年度に整備完了見込みとなっています。 

■令和２年度より公営企業会計へ移行しており、下

水道事業会計の経営健全化に取り組んでいます。 

■維持管理費の抑制のため、汚水処理施設維持管理

にかかる包括的民間委託を実施しています。 

■公共下水道（雨水）整備計画に基づく浸水対策施

設整備事業を進めています。 

■市内全域の汚水処理方法について、下水道事業会

計の経営健全化に向けて公共下水道全体計画の

見直しを行う必要があります。 

■適正な汚水処理と下水道事業の収益を確保する

ため、接続率の向上に取り組む必要があります。 

■管渠・処理施設の老朽化対策、効率的な汚水処理・

維持管理方法について検討の必要があります。 

■公共下水道（雨水）整備計画に基づく施設整備に

ついて、既存施設の適正管理を行った上で、排水

能力向上を図る必要があります。 

 

  

 

現 状 

公共下水道整備計画（汚水・雨水）に基づき、汚水排水施設の整備や、頻発す

る短時間豪雨などを考慮した雨水排水施設整備について進めていきます。 

課 題 
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施策内容 主な取り組み 

生活排水処理の推進 ○公共下水道全体計画の見直しを進め、公共下水道（汚水）整備計画に基づく施設につ

いて、公衆衛生の向上のため施設整備を進めます。 

○公共下水道ストックマネジメント計画による、計画的な施設更新と耐震化を進めます。 

○効率的な汚水処理や維持管理費の削減のため、広域化・共同化計画に基づく既存施設

の統合を進めます。 

○合併浄化槽については、設置を促進するための支援を行います。 

公共下水道事業運営

の適正化 

○企業会計の移行に伴い、下水道事業の収益を確保するために、接続率の向上、事務の

効率化を進めます。 

雨水排水・浸水対策 

の推進 

○公共下水道（雨水）整備計画に基づく施設について、市民や事業者と連携しながら適

正な維持管理に努めます。 

○公共下水道（雨水）整備計画に基づく施設について、雨水排水能力向上のため施設整

備を進めます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

改修前 改修後 

本石下地区にある江連都市下水路 改修工事の様子 


